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備社会および患者の

動向に閲する事項
項wヤ政行

項

調査 研 究 の 経 過

t長学
T

医

患者発生の経過
年

水俣病患者、天草で

も発見さるo

6. 4. 1 ;)j:J京支部が結成され4. スモン調査研究協議会

幹事会開催。 46年度の

研究方針検討され、研究

・新大 ・椿ら、 新潟'1. 3 ・疫学部会の全国集計結果l 9 7 I 

る。での疫学調査の結果から、ではこの年新たに発生し

た患者は 1!j名（ うち岡

（・昭 4 6 ) 

6. 3 0 イタイ、イタイ梢5. 2 6 4そ｜司スモンの会支ij本でのλ モンの発＇ I:.の

訴訟、原告勝訴。 被侍二三

井金属、ただちに控訴。

部代表ι会議。テーマをプロジェクト（tりJ(')}Jllはクリオキノール（山 9名〉。

（霊怯ら、

発表）

s. 2 8 第 l次スモン訴訟、にしぼ り、 疫学 ・治療予キノホルム製剤）の中喜子4 7. 2. 2 7 

8. 7 環境庁．水俣病患お全国ス花ンの会会.n2名後 ./1内店！ ・キノホJレム ・

保健社会学 ・ 徹，，~物の 6

に起因すると日 Lancet”

の認定拒再処分に対する

行政不服審査筒求に民！ し

により、同 ・製薬会社 ・に報告。編集者はこのす

医師 ・病院を相手どり 、

国家賠償法第 1条、民法

部会役ti'1さるo

G. 2 l ）~原ー

スモン病対策委員会で、

く・後に、スモンとキノ rl•

熊本・鹿児島両県知事の

拒否処分を取消し、再審

伐 を命ずる。

第 70 9条などに基づき

総額 l億円の慰籍料品求

市長、ノレムとの関係については

懐疑的なチパ製薬の見解

を~竜t。
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6月 I (j ［：）の朝日新聞の、

井原のλ モンに関する記 9. 2 9 新潟水俣病訴訟、の訴えが、東京地政に出”Lancet ”の同号、

原告勝訴。 しかし、賠償

令官目は請求翻の約半分に

される。

「附山県井原地区

事に2及し、ス－1:ンの原別の欄にて、スモンは

G. I 6 闘はキノホルムでないとr R木だけのものか ？J 

削られるo 被告昭和電 i:でもキノホルム多用、ウとたえ、とれが翌Uの山

陽新聞に掲載され問題 と

という題で、キノホルム

は、 9月 27 1:1に上訴権

政棄の芦別を発表。原告

イルス説に反証 jと朝日

新聞一副トップに報道。

ウイルス説の有力な掛拠 も、 1 0月I3日に上訴

放棄を決定。地岡山県）~原地区＆朝日

なる0

6. 3 0 スモン調売研究協

議会の幹事会で、岡山県

井原地底へ疫学習Iの派遣

が枇界的に広〈 使用 され

ている薬であるだけに、

スモンとキノホルムとの

関係には住門すべきであ

るという文献を掲載。 l o. 講談社発行の「小説新聞3摘が調査し持原市

現代 j、サリドマ イ ド児

の父親を主人公にした蘇

村誠ーの『奇形の札束』

民病院でスモン多発刊時

長期大量にキノホノレムを

投与していたことを明ら

を決定。

この実施のため事前の

打合せに同協議会斡事

4. 2 4 京大 ・JI：上ら、ス

モン忠者からのウイルス

分離結果を”Lancet” 



サリドマイトを掲載し、かにしたものoを派mr-ることを ｜にす!J.1件。

訴訟原告側や支援団体か向山県:JI:l京地区の6. 2 5 fた定。ロンドン ・l11Jtt Iこて、

f被告呂の苦悩を踏‘つ、λε ン調査研忠者らが、つH長上京井原市．7. 2 for Tro-Hospi la! 

みにじった行為 Jと激し党協議会に、，,JIJ11t f.11派遣λモン調し、厚生省に、Di se llStH！のt
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い抗議を受付る。の要望書を拠山する。ft州究協議会保健？－I：会学M山 ・sdenら、情らの報

心臓病粂コラルジA 、1 0. 武川線111111社長は 、6. 2 s 部会の調貨がキノホルム米国行に治評を寄せる。

長い肝臓障：！fを伴うことスモン
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を日if提として釆るのならーンでは多くの臨床底が、

明らかに 占れる。この袋店よ．

4 5年 11月．製薬会社が

＇：＇ の ;11~;11川l岨の立｛正IJ.ば制.ft に 1~6)Jせぬと口頭ロート寸志ンを使JIJするが

どこに持 っていきょうのにてrjJし入'1,0

スセン制在仰f究協

λ トンの発生はみられて

肝臓障害を懸；色 し製造・またないもの Jとし、7 I 7 円本のやjl経症状いない。

l以売中II：ずみ。患者iよ「日本製薬 l喰協会で、議会、符都道府保スモソと矧似のものは、熱m地

1, 000人以上と云われる。被得者のj文怖のため、 JH刻1tl.協議会（（111.l布、・地方)j、f寺にナイ ：； y りアで

サリ 1・すイ 1：訴訟1 1. ~ jM賠償責仔保険への加へ~ ：，’ 1~6 .~j~会） Iこ対し、こJLは報告忘れているの

凶生l!第 』IJfill 1-1 .llfl弁論、を I~~討 c:r’ J と ！花 fリ］する。会保1:w1・4・るi1M－（~ Ml’：11: ＼什シアン＜t1vが供l係してい

W ・ vンツiりLをj京告側l11！~1主主日IS が結成さ Jl,7. ・I スニt:. ,1,1］，＇／＇，に対す
、
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1
、

るtfJPはないかと ，~L －~・0

証人として迎え、始まる。
．， 
c’o ・.i 治1i.1f1J内 司i.. 完全由民"L-l1i.J大・島田ら、7. 3 

IJl21Ll!J:で証言は lがl山市で閃1 6 7. I 7・ζの＊常IJ・I Ci ~手 7 月 7品llf'f' t”にJI・原地区スモ

1 3 1°U5i:けられた。かれた、部 l21百｜社会医1:1 J：り』 7ff. :l凡；11日ウイノレンの1史学的所見、

コラJLジJlの被言者、l J. 学研究会総立で、同11I！品:l：・j'I喫lι孔γfl＇~検索からλモンの

業者と向~被告とし、 lfjl'Jのスモン忠古らが患者スrl I f去、JI：原．7. '/ 原flIとしてウイペ スが考

実賠償請求，J,~~~ 1足起。の実情および炊（ffItどをセン，ill.Irr._研究！品川出会甲野えられると発実a

横浜市の f金沢I. 2 3 訴えるo会j企と、同協議会保健社同誌にて、東大 ・井j段、

j型立て JSI向、地元市民第 2次メモソ訴訟、7. 2 I 会学部会の宮崎 Y~Hlにあスヒノ ・キノホルム説の

の聞で大問題となる。同

市内に§Ji, る A~後の自然加

間山県井原l也似の忠昔 2

国 ・製薬会社 ・医

1 て、 保健~I. 会内~.~－~－に

｜川iと不審のli.η－~l_1~ n；、

ま1こ’i

λ フコ二／レ(J)“S ttJini t z、

filf冗.li.P.I品を先表、
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考備社会および患者の項事
戸地
寸ー医

患者発生の経過
項事政行

（公害 ・薬害 ・医療事彼等 ）動向に関する事項調査 研究 の経過

岸までも工場用地用に埋師および岡大 第 1内科

の教授、助教授を相手ど

して納得ゆく説明をするイスラエルではキノホルム

立てるという計画。

I 2. 6 新認定水俣病患者

ょう文書によって申し入ム製剤 をよく使用するが、

り、総額 1億円の慰籍料れ。SMO  N或いは類似のや，，

－家族上京し、チッソ東請求の訴えを東京地裁に7月8日ごろより7. l 2 経症状はほとんどみられ

京本社と直接交渉の試み。

交渉な りた Lず 8日より、

本社前で坐りこみを開始o

おこすo

7. 2 3 第 1次スモン訴訟、

第 1田口頭弁論聞かれるo

I 2. I 0 イ タイイタ イ病 I •裁判長はスモンとキノホ

ルムとの因果関係の立証

について、財力 ・権力を

岡大第一内科に入院中の

井原市長、この日スモン

調査研究協議会保健社会

学部会の代表の訪問を受

けるが、市と市民病院の

ないと報告o

7. 1 2 スモン調査研究協

議会保健社会学部会は、

井原市長よ り市と市民病

患者、三井金属に抗議の

自私

院の調査を拒否されたが

調査はことわる。可能な範聞で 19日迄井

原地区調査を実摘も

1
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1 2. 2 8 日本アエロジル持つ被告（国 ・製薬会社

．医師）に協力を求める。

1 2. 2 岡山県、県下スモ

四日市工場の塩殴たれ流

し事件、再調査の結果、

不起訴処分決定。

ソ患者 23 0人に対し、7. 2 4 スモン調査研究協

原告はカルテなどの証拠

提出の申 し立てを行い、

「審理を 1日も早く」と

4 6年 4月から 47年 2

月までの治療費のうち自

己負担分 8割につき、県

と聞が盛助することを決

議会キノホルム部会、第

1凪研究会開催。

キノホルムが神経にと

発言する。

全国スモンの会支部代表者会誌

舷阜でスモン患者、入水自殺（女 65才）。

崎玉支部が結成されるo

8. 2 8 

9. 1 3 

定o

りくまれ、 特に末梢神経

に長期間残留する事実が、

岡大・大月、緒方ら、東

大・高須、 豊倉、放医研 9. l 9 

岡山県井原市で、「スモン病の原因究明と患者救9. 2 7 －松岡ら、新大・椿ら、九大 ・黒岩らの動物実験で確

済を求める市民集会 」が聞かれるo認さ れたo

1 0. 1 栃木支部が結成される。

1 0. 1 2 岡山支部が結成される。

東大 ・田村 ら、キノ ホルムを飲まないのにスモンに

かかったという患者の胤液をガスクロマトグラフで調



‘－＞ 

べたところ、極徴盈だがキノホルムを倹出したと報告。

8. 5 スモン調有研究協議会、徴生物部会第一回ウイ ル

ス研究会開i~

京大 ・井上ら、 スモン患者からの分離結果と動物実

験成績 と併せてウイルスがスモンの病闘と考えられる

と報告。

岡大 ・俵ら、マイ コプラズマとキノホルムの犬にお．

ける併用実験で、病理学的所見を示す主役はキノホル

ムであるが、症状促進の 1要因としてマイコプラズマの

関与の可能性ありと指摘。

8. 1 l 新大 ・棒、東大 ・j打診はヨーロ ァパ諸国におけ

るキノホルム使用状況の調査を終えて帰国、空港で

「ヨーロッパでもキノホルム中毒による神経症状患者

を8例確認したが、各国ともキ ノホルム製剤の使用法

が日本とま ったく違い、中毒患者多発の可能性はまず

ない Jと語った。 （朝円新聞報道）

8. l 3 京大 ・：JIニ上、 スモ ン，也者から分離したウイ ルス

でマウスがスモンと似た症状を示 して死んだという 突

験結果を発表（ 毎日新聞報道）。

8. 2 4 スモン調査研究協議会、治療予後部会第 1回研

究会開1民

J 0. I 5 第 2次スモン訴訟、第 I田口頭弁論聞かれる口

被告側はスモンとキノホルムとの因果関係および過失責

任について争うことを 明らかにするo原告はカルテなど

の証胤提11.Jを申請す るo

l 0. 1 7 大阪支部が結成されるo

1 0. 1 9 千葉支部が結成されるo

l 1. 5 第3次スモン訴訟、 1 9都道府県 15 5名の患者

が、国・製薬会社（医師は対象外）を相手どり、総額

7 7億 5,0 0 0万円の慰籍料請求の訴えを、東京地裁に

おこす。

I l. 1 6 福岡支部が結成されるD

1 l. 2 J 静岡支部が結成される。

l 2. I 2 福島支部が結成される。

1 2. l 4 第 4次スモ ン訴訟、失明した少年や自殺者・死

亡者の遺族ら 4家肱 7名が、国・製薬会社 ・医師 ・病院

を相手どり、総頼 2億円の慰籍料請求の訴えを、東京地

裁にお こす。

l 2. 1 6 全国スモ ンの会、支部代表者会誌

新大 ・幡、東大・井｝彩、欧州諸国における SMO Nとキノホルムの調査結果の中間報告をし、 SMO Nが本邦のみ

で多発した理由は、各倒人当りのキノ ホノレム使別立、使用即j聞の差で説明が可能であると思われると述べる。

同大第一内科・小底、剛山 ・井原地区のスモンの発症と キノホルム投与との聞には関係がないことを強調、叉、小

l託、島田は、井原地区スモンの再然とキノホルム投与の間に積極的な因果関係を証明しえなかったと報告o



社会および忠者の I vli'i 考

動向にn~1する事項 ｜（公腎 ・薬害 ・医療事1＇＆等）
市
首
”
g．，h

巳粧の升川
w’査

司寸一

調

1頁学医
lJi ？・ι，

T

，－－ j改fi 年

名犬 ．削矢f仁、スそンの予t食制査を千ト！告0 n n父例 1j1約 7割は何号宇カ、の1立巳｜ミで日k'f5子しているが、令：治mJl;l:!>.I切

であ り、 死亡例り J0. 6 %ある と発表。

生 の 経 j品，止）， －~r 発

戸川疎地区の疫学的l1Jf・兜の結県を原皆としで持ヲI.;:り東大・「I•t工、 lJ l木、 .JIニ形、 " L auce L”に、9. 4 

スウ t ーデン、 ウプ リーラ大学病院の OsternH111、 H Lance t”に、 ゴンテ ロピオフ 寸，，ム I.日／／ ~ － Iカ月A¥9. 4 

川 した 24才の男性にスモンと同じ神経症状が見られたと報告。

新大 ・情 ら、 SMO  Nはキノホルム中rlJであるとの結論に至った経過 企凹願 し、これを「｜人l科 J誌に発売B

業界誌｛新薬と治療 J（山之内製薬発行）、都 I5 5 号にて 「 スそンを l架る 」 を’｜守 ~~o

H. 

9. 

1p野、「現時点でキノホルム説が最有力の説であるJと記す。

盛倉、高須、キノホJレムがRMONの原l局と考え て、大きな誤 りはな いと考える と論述o

井上、外国にスモンが見られないこと、日木のスモン患者の J4. 8 %が「キノ ホルムと関係ない jことをもっ

て、スモンを「キノホルム，，’市で説明することはもはや不可能 」と し、ウイルス説を主張。

tll父江、 外国では日本でいう スモ ン症例が他忠者として取扱われ，ている可能性が若干あると記述H

1
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市民病院で忠告 日入手7診然、 JI •J!I｛λ1ン｛ハy、・r~ ン~l.~tt研究｜海部！会 q) rp ~fJ· . !It I公・黒岩.m;i,：υ：、:JIニ！京を訪れ、9. 6 

会会長から事怖をllilく。

rp野ら、l刈山大 ・小川、ふI＇－木町内科に入院，，，のJ忠告計 7人を診察。

巾野は午筏記者会見し、 JI：原市民病院の息子号 5人のうち 2人、小版内科の 5人のうち 3人は1スモン，：，ti者として

は疑問の残る患者だったιlとし、さらに疫学fr9調査が必要と語る （8日付 山陽 ・中国新聞 ）

9. 7 

ロン ドン、Hospita! for 'l'ropical Di seaFJe sの Terry、 l 9 6 9年 4月以米下痢の治療のため

メキサフォ／レムな いしょL ンテ ロピオフォルムを飲んだ 3 3才のパ イロッ トが服用の度に顔や上肢にまII覚異常 を感じ、

9. 2 s 

白血球が増加したと、 H British Medi cal J ourna l”に報告o

スモン調査研究協議会疫学部会開催、昨年 9月以降の患者発生状況の資料な どを検討した結果、キノ ホルム

説は確定的と発九

9. 3 0 

島問のキノホルム説否定の報告に東大 ・111本別途に行なわれた「疫学研究会」にて、東大 ・中江ら研究発九



らから強い批判あ り。

スモン患者の髄液はBAT- filiUJ胞に対し、細胞変性効果がある「日本医事新報」誌にて、京大 ・井上ら、l 0. 9 

リンパ球性髄膜炎のなかにスモンと同ーの病凶によるものがあると推定。キノホルム血清学的検査より、と発丸

はスモン発症の修飾因子であると主張。

「感染症と忠われたものが、スモン病閣の疫学的追究の経過に｜刻する総説を発表。中野 「最新医学」にて、I 0. l 0 

実は薬剤中毒（ ＝医療病） であった とい うこ とになり そうである lとむすぶ。

7月の 11・1~！‘出l ·ffの結果をま とめ 「 スモ ンに｜見1 · J . る （~~船社会スモソ調査研究協議会保健社会ザ！日11会飯店 ら、I 0. I 2 

j f ：・ ~it J スモン多発はiiih.';liil院と その！日立i1: ,t，，介、たl1Y.I｜とI,（協議会lこ.J!t/U0市二年度報告 （[_ !I) I ) ·~1'· 1’I~ Ii![ ）~~ 

大切ー内利 の治療方針がl京111であると！，！｝.I ，れると 指摘し、fnJ題解決をおくらせていゐ袋凶 として、｜判 λ1'1，γ自II・JI・

JJit rlH' I開業l'rE.スモン調古；Ii/I-究協議会の1nr:111川 のJJl；干lj の欠如や市・ M ・ 同の ス モ ン対策の逝~I， を Jll. '111 .

I I ，，、11人 。lI υ ソドンの？r11経lill究所Cnvnnagh. " Lan c i~ t”に中江 らの論文に臨lしてコメン トをLt.¥’U、．，
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キノぷルム剤の使川に注J立を促すり

スモン，出、古から分向性したウイルスをマウスに，接種したところ、府；昨をお こl

,:1とオJレトクレジル燐酸rlr 1Jj.との類似性をHi11品。

ポ大 .~I二上、同誌に 、

"' 

t牝1・・l／，~と

キ111'T()

/ .1’l 人filJJMJll キノホパムJI日用者の神経症状を険討した紡民、「 ｜ ｜ 本 l~i. ’Ji fl141i」誌にて．新大・ 1存ら、r; 1
 

1
 

｛
 

ー

また、タ｜－同ではキ ノホJI ム前IJによる州市予防：i;.v吋ll;1, LI .. ,I，スモソ発HFとの関係がさ，...，，こlりH班に tc，たと発表口

lリ 11tl f1”』：： （：りめてJ甘さ l［，＂（ いるとがi介．、

ーにィ ン調在研究1品加会微イ1：.鈎部会、第 2jnJ ""7イコプラスマ ・紺l的研究会IJIJIll!,, 

Jlll fl二lill.う℃lli~I 、

。1
 

1
 

1
 

1
 

:,1:. ~~ （／』 を lI. ;.t. -I サノ1にキノ ホルムを投与したところ、！｜号l人l制作i/Nに［；－ しい変化が認められ、

J：一致 II ）：発表。

スモン，皆、千1・F相l祭さJLた)J号内副11fi'.j Ji~の児市：IJ\fmの一日l\ IJ キノホ i i ム山11'1l応令IJ＇~＇. l，時｜辺 白；公栄町生院・ i:1-1'i壬ら、

t tもずj占しl.tいと発≫.）

λtン患者の丹よ り高率に マイコプラズマを分離 と紺ft;-.)久留米大・ 中村ら、

スモン患者の髄液をマウスにJ妥flflし、病JIJ'.fo/(自lJをiJ Is _, fこと こ

脊備にスモ ／illlf と同質の変性m~髄病変が認められたと発表

円 ドウイルス学会（点点 ）にて、~1: _1二ら 、，，，
 e
 ，，
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｛
 

ー
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考備社会および患者の

動向に関する事項
項事政fi 

項
員 ι
→ー医

年

（公害 ・薬害 ・医療事故等）

t 
調丘研究の経過患者発生の経過

l 0. 3 0 第 30同日本公衆衛生学会（東京）

東大 ・飯島、片平 ら、;11：原地区スモンの調査結果を報告。

リハビ リテーションの方向づけをする

スモン様症状が発症しやすくな

るために行なった調査結果を報告。

I J. 6 札幌医大・金光ら、イ ヌに乳化剤CM Cを配合したキノホノレムを与えると、

ることを確かめ、 「医学のあゆみ」誌に発表。

大阪医大 ・山本、吉田ら、スモンを原因がまったく不明の疾病ととらえ、

1 I. 6 机父江ら、「日本医事新報 J誌にて、スモン発症には一日服用量、服用期間の組み合わせが重要であり 、こ

とにーll服用量の影響が大きいと指品九

デンマーク Odense大学病院のKjae r sgaA rd 、 21才の女性に胃腸炎の治療のため、エンテロピオフ謁

ルムを I4 II寺聞に総量 4y投与したところ、健忘症を呈し、

J I. 1 3 

これは以前kaese rがエンテロピオフォルムの中毒とl
H
N
C
l
 

スモンとほ Y同ーの病問所見を得たと「医学のあゆみ J

して報告したものと一致すると H Lance t”に報告。

I I. 2 7 岡大 ・立石、大月ら、ネコにキノホルムを投与し、

誌に発表。

Lancetの編集者、スモンとキノホルムに関する日本内外の調査研究及び行政借位を紹介。オースト ラリアI 2. 4 

では 4例のスモン様患者 （いずれもキノホルム剤を長JU］大詰に服用） が山てお り、薬効評価委員会はキノホルム剤

の)JI~川は医師が処方した場合にのみ限るよう勧告を出したことを報告。スモンとキノホルムとの関係を否定する説

もUiているが、神経疾患の原肉が不明なH寺、 キノホルム剤服用の有無は調べる必要あ りと結.4"
｜河大 ・立石ら、同誌にイ ヌ・ネコ ・サルへのキノホルム投与実験結果を報告。キノホルム剤は日本でのスモン

6年 5月に発病した M 定型的なSM 

発生の原因かっ促進因子であると結論o

岡大第一内科 ・三亀、小原ら、 H キノホルムを服用することなく ”4

0 N症例”を「医学のあゆみ」に発表。

l 2. 1 l 

スモン調査研究協議会 治療予後部会第 2匝l研究会開催。

相究江、スモソの予後調査結果（その 2）を発表。

1 2. I 4 



H

N

H
 

摘井、臨床班員 22名の調査を集計 し、 45年 9月以降神経症状発現ス モン患者は 17例、 うちキノホルム服

用 「なし」は 8例（すべて小原直員）と報告o

腹部症状ならびに神経症状の治療法をIH員聞で検討。

府中病院 ・？E龍、川村、同病院神経内科受診のスモン患者 4 5例中 8例が「潜花患者 Jであったと報告。

l 2. l 5 スモン調査研究協議会 キノホルム部会 第 2回研究会開催。

動物実験を中心に 22演題報告。

新大 ・ 椿、星、 キノホルム剤II~川後視力障害のみを主徴とした一例を報告o

研究発表後の討論で、スモンとキノホルムとの凶果関係につき、部会として結論を出すべきであるとする怠見

が強く出されたが、江頭部会長は、「協議会はそういう要請を受けていない。 動物実験がまだ残っており、時間

と費用の許す限 り出来ることをしておきたい」として、結局結論については、 H主防l切れのまま保留とな った。

l 2. 1 6～ I 7 スモン調査研究協議会 病l'P.部会開催

スモンの疑いのある解剖例約 I4 0の組織標本を検討。

防l大病理 ・小川、 堤 ら 、 スモン発定までのキノホルム用量は 、 中江 らの般fl~発症1lt1線によく一致すると思われ

ると報告。また、音IJ検例におり る什＃怖の病変は 、di sta I （末梢郎位 ）ほど強いと発ん

J 2. l 8 イギリス ・Cardif fのSpi 11 ane、円本に一カ月滞在し、スモンに｜却して見聞した ことを＂ Lancet” 

に報告。州国後に、旅先でエンテロ ピオフ 寸／レムと思われる錠剤を服I日し神経．抗状を呈した患者に会い、もし日本

でスモン患者を診ていなかったら、 ウイルス感染や多発性向~化症あるいは脳取 lfll発作を疑っ ていただろ うと述べる。



備 考

（公害 ・薬宮 ・医損事故等）

社会および忠告の

動向にI却する4明

項事学医
II 

項ll~ 政行
調査研究の経過患者発生の経過

年

1. 7 チジソ本社で坐りこ3. 5 愛股交問lが結成さt1 7年度予算案、l. l 2 日ンl・i・ペCharingl. 1 1 9 7 2 

Olfi 4 1) 
み中の新認定水俣病患者、

チヅソ労働組合連絡協議

れる。

第 5次スセン訴訟、

3 5都道府県 40 5名の

3. l 0 

一般会f,1・ I J兆 4 7 0 4 

億円とik貫主スセン、ベ

ーチエフト 耐えtど特定疾

Cross Hospi ta I 

のRose

会、 一一 議長と面会のた”La nee t”にて、ス

めチ ッソイ1ith化学を訪問。患者が、11'1・製薬会社忠実I績に 5億 3千万円。そンに関辿して、先に

一一 議長 t京中のため待（医師は対象外）を相手3. I 4 斉藤j字削、閣議後Terr yが英国における

っている小、同社工場従どり、総額 2() 2億 5千σ3記者会見にて、 スモン“最初の症例”として報

業員約 2 0 0人によ り突

然襲われ、 患者たち負傷。

万円の慰掠料；I'/求の訴え患者は公許病忠告に準じ告した例（ Br, med, J 

を、東京地故におこす。た吸いにすべきと思うと1971.9.25）及び

日教組教研集会に

て、宵崎県岩戸小学校 ・

1. I o 3. l 2 兵庫県で、「カルテ述べる。Spillan e の報告例

－

M

M

M

l

 一一 一教諭、岡県高千

の公開を」との遺書を残

し．スモソ忠告fl殺。

（男 2 3才）

岡山県jド原市、定

例市議会にて、第 2次ス

3. 1 4 (Lancet 1 9 7 1 . 

I 2 . I 8 ）は日本におけ

るスモンの臨床促状と異 柏町約十i’i久鉱山跡近く

に公害病患お多発の事実

モン訴ぷの彼~·rの元井原

3. 1 3 . ．． ．．全国スモ市民病院医師・ 0 ・4 にっているとし、NON-

を報告。ンの会々及、 スモン調査l 0 0万円の弁護料を出

すことを決定。

S.M.0.N. と題して発

1. 新認定水俣病患者とチ研究協議会の総括に関連

い 声 明 を 発・九 ッソのf,lf；合いは、実質的

にま ったく進まず、度重原因が究明されても、患

なる両者の衝突によ り怪

我人の附現ふえる。事態

を懸念した水俣市長や鮪

者の生前保障．治療法の

確立、認定機闘の設置な

と事問題は111.fi.'1と指摘。

3. I 6 衆院社労委で、ス

モソに関する質疑応答が

なされる。 斉藤厚相は、

治療費の公il~負担 ・ 患者

表。

ロンドン神経研究所l. 8 

σ）Cavanagh.スモン

とキノホルム ~Jとの関係

は、 ”バ ラ色病 ”と塩化

水銀入 りの偽府粉との関 認定機関の誌目立などにふ

本県知事上京し、それ答

れ 25円と 26円に．大

れ、 またキノホルムにつ

いて国の）＇f任を再定する

係に頬似していると

”Lance t”に報告。



l. 1 5 オーストラ リア ， 答弁を行う。

H
N
ω
 

Roy a l No rt h I 3. 2 2 衆院予算委で、ス

Shore Hospital I モンに関する質疑応答が

のSelby、 I 9 6 7年｜ なされる。

以降、オーストラリアで

6名のスモン患者が見出

され、 （5 7～ti 7才 ．男 i名、女 5名）いずれも、エンテロピオフォルムを一日

0. 5～1. 5 ？＇、 2週～14カ月に亘って服用 していたと “La nee t”に原著とし

て発表。

イギリスのSpillan e，同誌にて、 l月 113号のRose の説に反論。

l. 2 2 鹿児島大 ・井形、オーストラ リアで6例のスモン患者が発見されたことを

「低学のあゆみ」誌に紹介。

l. 2 9 京大ウィルス研・中村 ，井上 ，昨年 10月にウィルス学会で発表したマウス

実験の結果を原著として ”Lancet”に発表。

2. I 2 徳島大 ・松本、ネズミを用いてキノホルム叫睡眠に与える影響を調べた結果、

キノホルムは体内のセロトニンを減少させると考えられると「医学のあゆみ」に発

表。

2. 1 9 スモン調査研究協議会徴生物部会、第3回研究会開催

国立公衆衛生院 ・中谷ら、キノホルム投与中止 1年後のSM O  N患者の腸内利｜菌

殻は、健康人のそれに近づいた傾向が明らかであったと報告。

病理部会、第2回研究会開催

・ 東大医科研 ・斉藤、キノホルムの障害作用を農薬が増強していると報告。

岡大 ・小JII、堤ら、全国のスモン剖検例の神経系以外の調査を行ない、舌病変と

キノホルム投与 との関係が示されたと報告。

石環境庁長官と会談。患

者たち、 2 9日に大石長

官に斡旋を正式依頼。

2. l 四日市訴訟結審。

2. 2 3 新認定水俣病患者

とチ ァソとの本格的自主

交渉、大石環境庁長官の

なかだちで、この日より

はじまる。

3.3 富山の・L 一一医師、

兵庫県生野町に、三菱金

属鉱業生野鉱業所による

カドミウム汚染で4人の

イタイイタ イ病患者がい

ると発表。

・一 神戸大教授は

これを否定。

3. 大分県何日本鉱業佐賀

関製練所付近の住民に高

いがん死亡率のみとめら

れること、．． ．．．徳島

大教慌により報告さる。

粉じん中のヒ素が原因と

のこと。



考備社会および患者の

動向に関する事項
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項事学医
項事政

調査研究の経過患者発生の経過
年

（公害 ・薬害 ・医療事故等）

3. 水俣病患者、 40年以

降にも数百人発生のこと、

熊本大第二次水俣病研究

両部会の合同研究会にて

京大 ・井上ら、ウィルスによるマウスの発症実験やウィルスワグチンの試作の

I 

経過等について報告。

班の調べで明らかとなるoこれに対 して、予研・ 多ヶ谷ら、阪大 ・奥野ら、北大 ・飯田ら、名大 ・松岡ら

から問弁上ウィルス”の追試の経過ないし結果が報告され、井上らを積極的に支

持するような結果は得られていないことが示された。

を、その後の電顕的観察で確認できなかったと しまた、京大 ・束は、 4 5年 6月に発表した「スモンウィルス」

て取 り消した。

2. 2 7 スモン調査研究協議会

治療予後、疫学 ・保健社会学3部会合同研究会開催l

’M
M
品

1
1

治療予後部会、第3回研究会

東大 ・井上、盟企ら、 グロラムフ zニコールによ

る視神経炎の症例を報告。

・ 鹿大・井形、鹿児島県で4 (j年 1 1月から 4 7年 1月にかけて検診を行なったところ、従来の届出患者 45名

中6名が臨床的な診断基準からはずれており、 また、新たに疑い例を含め 20名が発見されたと報告。

聞大 ・小度、島田ら、 4 5年 10月以降も岡山県を中心にスモン患者が 17例出てお り、うち I5例は「詳細

な検索を実施したがキ剤投与歴は全く認められなかったJと報告。

これに対して、再燃や緑舌など臨床症状の有無等をめぐって質疑応答がされ、小鹿は「我々が提示しているス

モンはキノホルム中毒では説明ができないj と述べた。

・ 岩手医大 ・鈴木、高圧酸素療法は知覚 ・運動障害の改善をもたらすと報告。

岡大眼科 ・奥田ら、井原市民病院のスモン患者のキノホルム内服状態と視力の経過について検討 した結果、キ

ノホルムを大最に投与されたもの程、視力低下が強いと報告。

名大 ・祖父江ら、スモンの予後調査（その 3）を発表。全体的にとらえた改善率は 6～12カ月で73. s %と



その後は停滞する傾向があること、就労率は 12カ月までで70 %であること、治僚状況は入院段高を示し、

ir受療は 2 1. l %であること等を報告。1 5. (j %、外来 60. 8 %、

東北大 ・杉山ら、全闘のリハビリテーシ，ン実施状況とその阻害因子について報告。

疫学部会、第2回研究会

合計 91 3 J名 （うち確実例 57 7 0名）で国立公衆衛生院 ・1fI松ら、ノド年2月2(j日現在のスモン患者は、

あると報告。

神経症状発症6カ月前にキノホルムの服用「あ東大疫学 ・山本、中江、全閣のスモソ忠者 24 5 6名のうち、

「確実になしJは I4. 6 ~ら（ 残りは「ないらしいが不確実J ）であったと報告。りjは 75. I%、

札院医大 ・笠井、金光ら、単位体重当 りキノホルム剤総投与；註がスモン発症のDose-responseに影慢し内

(j 0 ,f木満の女性に発症率が高いのは、体屯によ って説明できると報告。

保健社会学部会、都 I回研究会

ス司rンを感染症と東大保健社会学・飯島、片平弘井原地区スモソの多発は、JI＇原市民病院と問大第一内科が、
－

E
H

N

印

l

’

キノホルムを長期大量に投与したことが大きな要闘と思われるして、「早期隔離」想、定し、患者を「早期診断」

スモン捌査研究協議会のあ り}jを批判。と報告。また、問題延引の誕闘として、 J~原 rli内開業医、 岡大医学部．

「データに関しても、患者を「4割以上の症例は神経症状発症後市民病院に＊ているJこれに対し、

ぐ予の反論があった。

なお、強く感染説が主張されていることによ

みることに関して小、私どもが門を閉ざしたということは一度もない」

キノホルム説が出たあとも、

り、.ill.者およびその家肢は、依然として地緩から政外され続けてお り、 患者たちは、

高木ら、;II-I京地区では、同 ・飯島、

これに抗して迎動を展開し

ていると報告。

合同研究会終了後、治療予後部会はスモンの治療指針を作成。

スモン調査研究協議会キノホルム部会、第 3回研究会側｜能2.2 8 

むしろ神経症状の一部その内容からは、λ モンの前駆胸部症状は患者の9割近くにみら札、~.大 ・ 祖文江ら、

をなすと：考えられると報告。

プfスク μ マトグラフィ ーを用い、肝 ・腎ιjJキノホルムの徴品定litが可能となったと報告。東大 ・I日村ら、



社会および患者の

動向に関する事項
司王政

;:-

f寸
項事医学

患者発生の経過
年

調査研究の経過

生体内約分布状況を調べた結果

中毒症状を示したと報告。立石ら、純系ピーク’ル犬は雑犬の 3～4倍のキノホルム投与によ り、

このほか、東歯大 ・上回ら、国立衛試 ・池凹ら、予研 ・江頭ら、

イヌに標識キノホルムを投与、マウス、ラγ ト、不コ、大月ら、岡大 ・緒方、

を報告。

岡大 ・大月、

阪大 ・高橋等から、マウス、ニワ トリ、 ウズ

ラ、カニクイ猿等を聞いて行なった実験結果が報告された。

2.2 9 キノホルム部会、第 3回研究会総括討論行なわる。

他部会メンパーを加えての 「スモンの原因と部会員聞で「キノホルムによ ってスモンが起こるJことを確認。

してのキノホルムJの討論では、疫学（重松）、治療予後（楠井）、徴生物（中野）各部会よ り報告があり、 岡

山を中心と した「新患」の問題や、Dose responseの成否、 プラスアルフ7 要因の有無などが話された。

スモン調査研究協議会総会開催

スモンの病因に関しては、 「…・・以上述べた疫学的事実ならびに実験的恨拠から、スモンと診断された患者の

3.1 3 
－

H
N
a
l
 大多数は、キノホルム剤の服用によって、や11経障害を起こしたものと判断される」と総括。



ス モ ン 問 題 年 表

昭和 30年 -46年 3月
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―

ド

ヽ

Ｎ

Ｉ

注  ・ アンダーライ ンを含む項 目の場合は、

ア ンダー ライ ン部分が追加分



調査研究の経過

1 9 6 5 1 0 脳性麻簿研 ・佳山、 「日本臨床」にて、 「腹部症状に続発せる麻簿患者 Jの 2g:ij倹

〔昭40 ) 例を報告n 脊髄病変の状態からは、系統的変性民意、中毒、代謝障害が考えられるが、

疫学 ・ ~床的見地からは、 栄養欠乏症と考えるのが最も妥当左記す。

l 9 6 9 9.2 〔中沢ら、 宮原らの研究発表は、総会の時でなくその後の班会議で報告されたもの。

（昭44 ) （甲野）〕

1 2 東大脳研 ・白木、小田、最新医学SMO N特集の中で、 H計l倹例を報告。 pfl経病理

学の立場からすれば、SMO Nはわが国に特有の中毒性ないし代謝性疾患に属する とみ

られると記す。
ー

1 9 7 0 8. 6 新大 ・棒、新潟県厚生部を通じて厚生省に対し、「患者の服用歴調査などから、キ

〈昭45) ノホルムがスモンの原因である可能性が強い」と口頭て報告。

9.5 新大 ・椿、臼本伸経学会関東地方会にて、SMO Nの発生とキノホルム剤服用 とは

関連があると発表。

l 9 7 1 2. 2 6 キノホルム説→キノホルム

（悩46 ) 
3. 1～2 疫学、臨床両班の報告中、「キノホ Jレム未服用のスモ ン患者も確実に存在J

→「キノホルム未服用のr確実なスモンJ患者も存在」

患 者発 生の 経過

1 9 5 5 ・ 第 61回日本内科学会シンポジ亨玄ー「非特異性脳脊髄炎症 Jの全国例年次別集計に

（昭30) よれば、下痢 ・腹部E伏に気づかなかった例では、 28年以前に数例、 2 9年以降少数

ではあるが毎年数例発病次第に増加がみられた。

／＆~3672〕 ・ 岡山県井原市に男 1、女 1計2名患者が発症し ’ー 以後4 2年に急撤に増tin。

1 9 6 3 ・ 岡山県井原市の近隣地芳井町に患者 2名初発。－へ 、
f昭38 h ん 一一一ー
1 9 6 7 ・ 岡山県弁原市で患者数嬢発的に愈増〔男 5、女 25、計 30名〉し、 また芳井町でも

一一（昭42) l 1名となり 、両砲区とも増加の傾向あり。（笠岡保健所）

1 9 6 8 ・ 岡山県井原市の患者発生数は、男26、女 40、計 66名門芳井町で・は、 15名とな
p、d向、， p、M戸、d，、．， ，、回向、，

（昭43) る。（笠岡保健所j

1 9 6 9 ・ 岡山県井原市では、男 14、女 37で計 51名、芳井町では、男 2、女 15、計 17 
~』J『』.. ，..』，a『回圏、『，圃h・”ー，町.，・h ，．，ー

〔昭44) ：%＇，（笠岡保建所〕

両地区kも6～7月以降激減〈井原市寄生課および 4 ら）

1 9 7 0 ・ 岡山県井原市の新患発生は、 l.fi.7.9.10月に各 1名、計 5名あ りと岡大・ b報

〔昭45) 告。〔医学のあゆみ〉
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"' 

行政事項

1 9 6 7 I 1 o. 2 o 岡山県井原市の井原市民病院病院長、井原市長の要請のも とに「いわゆる 『ス

（昭42 ) I モ刈汚』について 」のパンフレットを作成。 弁原市と隣接芳弁町に全戸配布。 「発病に

関与しているのは ビールス と推定」という一文を含む。

1 9 6 a I 1 2. s 井原市、「いわゆる『スモン病Jの対策について」ゎ陳情書を作成し、 岡山県 と

L昭43) I 政府に提出b弁原市長、上京。地元出身 ー 代議士と逢い、スモン予算の件など確

約をとる。

1 9 6 9 I 3. 公明党’ 議員、井原市を訪品可。
（昭44)

3. 1 I. 岡山県井原市の定例市議会にて、スモンに関連する詳しい質問あり 、 3月10自

の市広報で岡大 一内科 ’ 助教授のく感染説公示＞があっ たため。

3. 1 5 井原市、スモン病に権患した市職員のとり扱いについて市条例を改正 し、結核患

者なみとする。

3. 1 5 井原市、定例市議会にて、スモン病対策の確立について決議。

4. 厚生科学特別研究費 50 0万円をもって”全国のスモン患者の実態ならびに病原に関

する研究 ・にあたる。 （スモン研究班が発足する。班長甲野礼作予研ウイノレス中央検査

部長。 J

4. 5 井原出身の ー・・ー・ 代議士、訪弁し、スモン対策に本腰入れると発言。 43年 12 

月 5自の弁原市長陳情を受け たもの。

4. 2 6 厚生省 一課長補佐一行、現地調査のた め井原地区などを訪r.. ¥ 
6. 1 9 井原市、定例市議会にて、スモン病特別委員会設置決議される。

6. 2 7 井原 市長上京 し、「重症度スモン病患者の「看護』吋合付等に関する陳情」

書を政府に提出。

I 9 6 9 I 7.3 井原市 ’ 長、NH K主催の「スモン病について厚生大臣 との対談 」に出演。

（昭44)I 9.2 厚生省科学特別研究費と、科学技術庁特別研究促進調整費によって、スモン調査研

究協議会が結成され、第1回総会が岡山で関かれる。会長は甲野礼作氏。スモン研究班

は解散。 ）

9. 3 厚生省村中公衆衛生局長やスモン調査研究協議会員ら、岡山県内の多発地を喪察。

1 9 7 o I 2. 2 井原市市議会、「スモ ン病治療病院の経営赤字に対する特別措置に関する陳情」書

〈昭4s ) I を作成し、政府に提出。

3. 3 0 衆院予算委員会でスモ ン対策をとりあげるo

4. 6 参院予算委員会でスモン問題に関して質疑が行なわれる。

6. 1 9 井原市市議会、スモン病撲援に取りくんだ市民病院の全職員に対する感謝決議を

行なう。

- 12 9ー



i 9 1 o 1 9. 1 厚生省、薬事審答申に基づきキノホ ルムの販売一時中止と、使用一時見合せ を全国
l ～ι～......，....＿，.』戸、~～～～～～～～一、～

(8E4 5 ) I に指示。

9. 井原 一市長、定例市議会で、スモンのキノホノレム原因説に関し、岡山県下の多発

はキノホノレム説では説明できぬと答弁。

1 0. 9 厚生省薬務局、「キノホルムに関する調査及び研究の概要Jをまとめ、発表。キ

ノホルムゎ神経毒性はみとめながらも、キノホルム以外のわが国に特有な因子の存在を

想定しなければ泡らないという趣旨 ．

- 13 0ー



社会およ び患者の動向に

関する事項

1 9 1 1 I 3. 3 o 全国スモンの会など、難病友の会連絡会を結成する。

（昭46)

- 13 1ー
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